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【
新
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
】

～
Ｊ
А
松
任
青
年
部
委
員
長　

和
泉　

行
雄
～

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
に
格
別
な
る
ご
高
配

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は

先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
通
常
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
平
成
30
年
度
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
の
委
員
長

と
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
和
泉
行
雄
と
申
し
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
２
０
２
２
年
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
ー
敦
賀
間
開
業
な
ど
、
ま
わ
り
か
ら
は
明
る
い
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

我
々
の
住
ま
う
松
任
地
区
は
霊
峰
白
山
の
め
ぐ
み
を
享
受
し
、
豊
か
な
農
作

物
と
四
季
折
々
の
自
然
や
伝
統
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
個
々
の
生
活
が
豊
か
で
便
利
に
な
る
に
つ
れ
、
手
軽
に
モ
ノ
や
情

報
が
手
に
入
る
代
わ
り
に
、
地
域
の
交
流
は
薄
れ
、
ま
ち
の
活
気
や
伝
統
文

化
ま
で
も
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
我
々
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

が
先
頭
に
立
っ
て
こ
の
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
ま
ま
で
す
が
、
今
春
に
は

道
の
駅
「
め
ぐ
み
白
山
」
が
開
業
し
ま
す
。
鉄
道
の
ま
ち
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、

太
鼓
や
牛
首
紬
、
加
賀
獅
子
頭
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
方
の

み
な
ら
ず
観
光
客
も
押
し
寄
せ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
元
食
材
を
用
い
る
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
が
で
き
ま
す
の
で
、
絶
好
の
ア
ピ
ー
ル
の
機
会
と

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
青
年
部
組
織
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
各
地
区
間
の
交
流

を
積
極
的
に
図
れ
る
よ
う
、
勇
気
を
も
っ
て
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
通
し
て
盟
友
の
資
質
向
上
に
努
め
、

地
域
の
魅
力
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
食
と
農
を
守
る
た
め
、
子
供
達
へ
グ
リ
ー
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
し
て
も
ら
い
、
農
の
楽
し
さ
、
地
元
食
材
の
お

い
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
「
そ
し
て
、
未
来
の
農
業
従
事
者
・
盟
友
の
拡
大
に
繋
げ
る
こ
と
で
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
の
解
消
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。」
ま
た
、
Ｊ

Ａ
事
業
へ
の
協
力
、
各
種
団
体
や
地
域
行
事
と
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
も

つ
こ
と
で
、
ひ
と
・
仲
間
・
地
域
づ
く
り
の
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ

青
年
部
の
認
知
度
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
庭
で
は
一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
、職
場
に
お
い
て
も
重
要
な
責
務
を
担
っ

て
い
る
我
々
が
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
と
し
て
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
守
る
べ
き
も

の
は
守
り
、
変
え
る
べ
き
も
の
は
勇
気
を
も
っ
て
変
え
る
こ
と
で
未
来
を
切

り
拓
き
、
活
気
溢
れ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
一
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
第
47
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
】

～
新
委
員
長
に
和
泉　

行
雄
さ
ん　

（
中
央
支
部　

郷
地
区
）
～

　

2
月
3
日
（
土
）、
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
第
47
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
活
動
基
本
方
針
と

し
て
、「
変
化
に
挑
め
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

農
業
へ
の
理
解
と
推
進
を
柱
と
し
て
の
活
動
を
行

う
こ
と
を
重
点
事
項
と
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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ま
た
、
平
成
29
年
度
活
動
報
告
・
収
支
決
算
、
新
年
度
役
員
改
選
な
ど
が

議
件
と
し
て
上
げ
ら
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
の
新
役
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

委
員
長　
　
　
　
　
　

和
泉　

行
雄　
（
中
央
支
部　

郷
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　

木
田　

敦
志　
（
中
央
支
部　

松
任
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

西
本　
　

豊　
（
北
星
支
部　

旭
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

福
田　

拓
秀　
（
中
央
支
部　

松
任
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

俊
和　
（
松
南
支
部　

林
中
地
区
） 

　

〃　
　
　
　
　
　
　

本
正　

善
盛　
（
中
央
支
部　

郷
地
区
）

企
画
部
長　
　
　
　
　

宮
川　
　

正　
（
西
南
支
部　

笠
間
地
区
）

農
業
理
解
促
進
部
長　

西
川　

翔
太　
（
中
央
支
部　

中
奥
地
区
）

地
域
交
流
部
長　
　
　

横
井　
　

充　
（
中
央
支
部　

郷
地
区
）

代
表
監
査
委
員　
　
　

大
森　

信
広　
（
北
星
支
部　

御
手
洗
地
区
）

監
査
委
員　
　
　
　
　

天
川　
　

慎　
（
松
南
支
部　

山
島
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

南　
　

圭
一　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
優
良
支
部
・
地
区
の
決
定
】

～
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、　

優
良
支
部
・
地
区
褒
章
結
果
発
表
～

　

10
月
21
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
農
業
祭
２
０
１
７
で
、
４
支
部
に
よ
る
手
作

り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
よ
る
一
般
投
票
が
行
わ

れ
、
北
星
支
部
の
作
品
が
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
て
、
各
支
部
・
地
区
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
賞
】・
・
・
北
星
支
部

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
中
央
支
部

　

さ
ら
に
、
12
月
6
日
（
水
）、
中
央
支
店
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
の
青
年

部
年
間
活
動
の
結
果
と
な
る
優
良
支
部
・
地
区
の
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
を
通
じ
て
の
各
支
部
・
地
区
の
青
年
部
活
動
の
事
業
報
告
が
、支
部
長
、

地
区
長
に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
、
地
区
の
作
成
さ
れ
た
活
動
報

告
書
は
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
選
考
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
支
部
】・
・
・
中
央
支
部

　
【
最
優
秀
地
区
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
支
部
】・
・
・
・
松
南
支
部

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
林
中
地
区

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
宮
保
地
区




